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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 25 年７月 12 日に公表いたしました業績予想について、下記のとお

り修正することといたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

●業績予想の修正について 

平成 26 年５月期第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正(平成 25 年６月１日～平成 25 年 11 月 30 日) 

(単位：百万円)  

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想(Ａ) 21,800 9 14 △29 △４円 94 銭 

今回修正予想(Ｂ) 22,355 △107 △108 △88 △14 円 87 銭 

増減額(Ｂ－Ａ) 555 △117 △122 △58  

増減率(％) 2.5 － － －  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 25年５月期第２四半期) 
20,367 △110 △95 △124 △21 円 27 銭 

 

平成 26 年５月期通期連結業績予想数値の修正(平成 25 年６月１日～平成 26 年５月 31 日) 

(単位：百万円)  

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 45,500 420 430 235 39 円 84 銭 

今回修正予想(Ｂ) 47,718 272 273 150 25 円 46 銭 

増減額(Ｂ－Ａ) 2,218 △148 △157 △85  

増減率(％) 4.9 △35.3 △36.5 △36.1  

(ご参考)前期実績 

(平成 25 年５月期) 
42,998 218 255 86 14 円 72 銭 

 

 

 

 



平成 26 年５月期第２四半期(累計)個別業績予想数値の修正(平成 25 年６月１日～平成 25 年 11 月 30 日) 

(単位：百万円)  

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想(Ａ) 21,042 60 67 24 ４円 ６銭 

今回修正予想(Ｂ) 21,084 △67 △69 △48 △８円 23 銭 

増減額(Ｂ－Ａ) 41 △127 △136 △72  

増減率(％) 0.2 － － －  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 25年５月期第２四半期) 
19,869 43 46 17 ２円 91 銭 

 

平成 26 年５月期通期個別業績予想数値の修正(平成 25 年６月１日～平成 26 年５月 31 日) 

(単位：百万円)  

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 43,416 400 415 221 37 円 45 銭 

今回修正予想(Ｂ) 43,934 248 250 128 21 円 70 銭 

増減額(Ｂ－Ａ) 517 △152 △165 △93  

増減率(％) 1.2 △38.1 △39.7 △42.1  

(ご参考)前期実績 

(平成 25 年５月期) 
41,259 382 375 206 35 円 12 銭 

 

修正の理由 

第２四半期累計期間の個別の業績につきましては、外商事業において新規取引先の開拓等営業力の

強化に努めてきたことにより、売上高については前回発表予想を上回る見込みとなりました。営業利

益、経常利益、四半期純利益につきましては、食品価格の高騰や、競合他社との販売競争激化による

売上総利益の減少、電気料金の上昇による光熱費の増加や、外商事業において、当初計画していなか

った外部機関による組織的な営業戦略の構築等の利益改善を目的とした教育研修を行ったことなどに

より経費が増加し、前回発表予想を下回る見込みとなりました。  

 

連結の業績につきましては、売上高は個別の修正理由に加え、連結子会社㈱マリンデリカにおいて、

輸出事業の強化など営業力の強化に努めてきたことにより、前回発表予想を上回る見込みとなりまし

た。営業利益、経常利益、四半期純利益につきましては、個別の修正理由が影響し、前回発表予想を

下回る見込みとなりました。 

 

通期の業績につきましては、売上高については第３四半期以降予定している新たな得意先との取引

開始などにより、前回発表予想を上回る見込みであります。営業利益、経常利益、当期純利益は、第

２四半期累計期間による影響から、前回発表予想を下回る見込みであります。  

 

 

※本資料に記載されている業績予想は、発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


